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横断旗の寄贈

未来ある子どもたちを
交通事故から守りたい

2020年6月からマイカー共済のお見積り1件につき、１本の
横断旗を全国の小学校や児童館などに寄贈しています。
2025年度は全国の小学校などに386,747本の横断旗
を寄贈し、これまでの寄
贈本数は累計194万
本以上となりました。

「こども見守り活動の日」に合わせた取り組み

健全育成子どもの の取り組み

横断旗の寄贈をはじめとした活動を通じて、2025年
4月に制定した4月4日の「こども見守り活動の日」を
継続して応援していくとともに、多くの方の目に留
まり、この活動への理解と応援の声が集まるような
取り組みを進めています。

小学生になり行動範囲が広がる7才児は、歩行中の交通事
故による死傷者数が突出して多いことから、子どもたちを
交通事故から守る取り組みを進めています。

全国から“ありがとう”の声

【北海道の小学校】

【千葉県の小学校】
静岡／横断旗の寄贈

宮城／交通安全・防災教室 山形／交通安全教室

一人一人が交通安全の意識を高めるためのコンテンツを公開

小学生向け交通安全オンライン授業

〈WEBサイト〉
https://www.zenrosai.
coop/anshin/7pj/rule/
school202506.html

〈WEBサイト〉
https://www.zenrosai.coop/
anshin/7pj/manners/shindan/
index.html

安全運転診断サービス

7才の交通安全プロジェクト

未来を担う子どもたちの健やかな成長を支えるために、交通安全や
体力向上などのさまざまな活動に取り組んでいます。
未来を担う子どもたちの健やかな成長を支えるために、交通安全や
体力向上などのさまざまな活動に取り組んでいます。

https://www.zenrosai.coop/anshin/7pj.html
〈WEBサイト〉
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「未来を担う子どもたちとご家族に、良質な文化芸術に触れ豊かな心を育んでいただきたい」との願いから、1992年より
「こくみん共済 coop 文化フェスティバル」を継続的に開催しています。2025年度は、演劇、ダンスなどを上演しました。

〈WEBサイト〉
https://www.zenrosai.coop/anshin/kenko

・第53回「夏休み 児童・青少年演劇フェスティ
バル」
・CAT-A-TAC「不思議の国のアリス ～ハートを
なくした女王～」
・親子のためのコンサート
「音楽の絵本 カリプソ」

・LiveUpCapsules
「須く、一歩進む（すべからく、いっぽすすむ）」
・トム・プロジェクトプロデュース
風間杜夫ひとり芝居「カラオケマン さすらい
ヘルパー」
・少年社中×ホチキス シャチキスvol.3
「ソラを護る街」
・ハンドルズ×コンドルズ 3rdSTEP
「I want to hold your hand」
・スペース・ゼロ寄席 Vol.34
～いま聞きたい！新作落語の世界～

・三重公演 ミュージカル「シンドバットの大冒険」
・沖縄公演 ミュージカル「あらしのよるに」
・岩手公演 人形劇「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」
・島根公演 親子のためのクラシックコンサート
「音楽の絵本」

健全育成子どもの の取り組み

こどもの成長応援プロジェクト

文化フェスティバルの開催

子どもたちの健やかな成長を応援し、たすけあいの気持ち
を未来につなぐため、2020年1月にスタートしたプロジェ
クトです。「子どもの体力の低下」といった社会課題に対し、
子どもたちの健やかな成長を応援し、たすけあいの気持ち
を次の世代につないでいく取り組みを行っています。

宮城／なわとび・長なわ寄贈

なわとび・長なわの寄贈
「こくみん共済 こども保障タイプ」
のご加入1件につき1本のなわとび・
長なわを全国の児童館などに寄贈し
ています。2025年度は全国の児童
館などへ18,735本を寄贈し、これ
までの寄贈本数は累計29万本以
上となりました。

岩手／なわとび・長なわ寄贈 長野／なわとび・長なわ寄贈

文化フェスティバル2025夏／
「不思議の国のアリス ～ハートを
なくした女王～」

文化フェスティバル
2025夏／
親子のためのコンサート
「音楽の絵本 カリプソ」

文化フェスティバル2026／
「須く、一歩進む」 こくみん共済 coop 

文化フェスティバル
2026

こくみん共済 coop 
文化フェスティバル
2025夏

こくみん共済 coop 
文化フェスティバル 
全国公演
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防災 減災の取り組み

東京／渋谷防災キャラバンの様子

防災士による活動

地域における防災・減災運動の担い手として、職員の防災
士資格取得を促進し、2025年度末までに1,694名が
取得しました。
防災士は各地で安心のネットワークの核となるため活動
を展開しています。

鳥取／鳥取県生協での防災・減災セミナーの様子

鹿児島／コープかごしまでのぼうさいカフェ出展

福島／ふくしまSDGs未来博への防災・
減災ブース出展

防災に対する知識や技能を持
つ人に付与される資格です。
「自助」「共助」「協働」を原則と
して、災害への備えや対応、減
災や地域防災力向上のための
活動を行っています。

防災士とは…

住まいの保障（火災共済）から事業を開始したこくみん共済 
coop は、災害対応の中で得た教訓と経験をもとに、さらなる
防災・減災の普及とネットワークづくりを進めるため、2021年3
月より「これからの防災・減災プロジェクト」を展開しています。
防災士資格を有する職員が、もしもの保障（共済）による備え
だけでなく、その前（被害の抑制）と後（復旧・復興支援、生活
再建）の備えを、自助・共助・公助の観点から促進しています。

10



～あなたの災害時の安心が被災地の大きな力につながる！～

備えから支援へつなげる
被災された組合員に共済金をお届けすることにとどまらず、寄付を通じて
速やかな被災地の復旧・復興支援に関わり、安心・安全な地域社会づくり
を進めています。今後も活動の状況等について発信しながら、被災地へ
の継続的な支援と平時からの災害への備えを促進していきます。

令和6年能登半島地震被災地で
の炊き出し支援

令和6年能登半島地震被災地で
のボランティア活動

寄付先団体における取り組みについて

秋田／日本赤十字社第１
ブロック支部合同災害救
護訓練

静岡／令和７年台風15号災害に
おいてリラクゼーションを行う
こころのケア要員

● 日本赤十字社
日本赤十字社では、災害発生直後から医療チームやこころのケ
ア要員を被災地に派遣し、医療の提供や被災者支援に取り組む
とともに、避難所や仮設住宅における衛生環境の整備など、医
療・保健・福祉の視点から幅広い支援活動を行っています。
近年、災害の頻発化・激甚化が進む中、被害を最小限に抑える
ためには平時からの備えが一層重要となっています。弊社は
救護活動に加え、地域の皆さまへの防災・減災や応急手当の
普及にも努めており、一人一人が災害に備える「自助」と、人と
人とが支え合う「共助」は、まさに共済の理念と重なります。
組合員の皆さまお一人お一人の支え合いのお気持ちが、被災
された方々の力となります。これからも共に支え合いの輪を
広げてまいります。

日本赤十字社
事業局 救護・福祉部

救護課長　土居 正明氏

● 全国社会福祉協議会
近年、地域住民、NPO、企業など多様な主体が連携し、被災者
のニーズに応じた柔軟かつ迅速な支援を提供する「地域協働
型災害ボランティアセンター（災害VC）」の構築が急務となっ
ています。災害の激甚化・頻発化するなかで、「災害はいつ自
分の身に起きてもおかしくない」という前提に立ち、「防災・減
災」の取り組みを平時から進めることが重要です。社協では、
平時から地域における関係性の構築や、住民同士のつながり
づくりの機会を創出しており、こうした活動への参加が、い
ざという時の地域の防災力向上に直結します。
組合員一人一人の備えと他者を思いやる行動の積み重ねが、社
会全体のレジリエンス（回復力）向上につながります。これからも
「助け合い」の精神を胸に、ともに歩みを進めてまいりましょう。

社会福祉法人 全国社会福祉協議会
全国ボランティア・市民活動振興センター長

地域福祉部長　宮内 良樹氏
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防災 減災の取り組み

みんなで被災地応援プロジェクト

※お見積もりいただいた方に寄付金をご負担いただくものではありません。
※「ＣＯ･ＯＰ火災共済」、「ろうきんローン専用住まいる共済」は、新しくご契約いただいた件数をお見積もり件数としています。

「住まいる共済」の
お見積もり１件につ
き100円をこくみん
共済 coop より拠
出し被災地で復旧・
復興支援活動を行う
被災地支援の活動
団体に対して寄付す
るプロジェクトです。

暮らしを守る 共済を通じた
安心の提供

2024年3月～
2025年11月の
期間のお見積もり281,009件
のお見積もりを通じた保障の最適化

地域を応援 安心・安全な
地域社会につなげる

個人の備えを被災地の復旧・復興に

みんなで
被災地応援
プロジェクト

28,100,900円寄付金

 生活者・
組合員

お見積もり
1件につき
100円を
寄付

お見積もりを
通して最適な
保障を備える

本プロジェクトの仕組み図

詳細はこちら



日頃の備えで自分の身を守り、被害を小さくすることを目的に、防災・減災の知識を普及するイベントを全国各地で
開催しました。親子で災害を疑似体験できるブース出展や、気軽に楽しみながら学び実践できる防災工作など、さま
ざまな取り組みを実施しました。

もしも首都直下地震が起きたら、帰宅困難者は840万人、避難生活者が480万人をこえる
試算があります。「もしもプロジェクト」は、一人一人が「もしも」の日のために何ができる
かを考え、備えることで、レジリエントなまちづくりをめざす取り組みです。2025年度も
さまざまな企業、団体と連携し、「もしもFES」を渋谷区、大阪市と名古屋市で開催しました。
家族で楽しみながら「もしも」の備えを体験できるブース出展やステージイベントを開催
するなかで、防災・減災の啓発活動を行いました。

もしもFES渋谷2025のステージの様子 もしもFES名古屋2026のステージの様子もしもFES大阪2026のステージの様子

もしも
大地震が
起きたなら

活動名称、活動内容 活動名称、活動内容
2025連合奈良地域フォーラムへの講師派遣
県内各地での防災・減災ブース出展や学習会・セミナーの実施（9回開催）
ひょうご安全の日のつどいへの防災・減災ブース出展
兵庫県生協大会への防災・減災ブース出展
連合島根地SUN地SHOW祭りへの防災・減災ブース出展
県内各地での防災・減災ブース出展やセミナーの実施（6回開催）
県内各地での防災・減災学習会やぼうさいカフェの実施（13回開催）
やまぐち防災・減災フェスへの防災・減災ブース出展
とくしま生協での防災・減災イベント実施
コープかがわ生協まつり2025への防災・減災ブース出展
こうち防災・減災フェア開催
福岡市防災フェアへの防災・減災ブース出展
ろうきんマルシェでのぼうさいカフェ出展
県内各地での防災・減災ブース出展（4回開催）
県内各地でのぼうさいカフェの実施（3回開催）
県内各地での防災・減災ブース出展（5回開催）
熊本地震から10年を契機とした防災・減災バスツアーの実施
県内各地でのぼうさいカフェの実施（3回開催）
県内各地でのぼうさいカフェ、防災・減災セミナー、ブース出展（7回開催）
協同組合フェスタ in おきなわへのぼうさいカフェ出展
結フェスタ2026～こどもと防災～へのぼうさいカフェ出展
もしもFES名古屋2026
もしもFES大阪2026
もしもFES渋谷2025
渋谷防災キャラバン

福祉団体イベントへの防災・減災ブース出展
県内各地での防災・減災教室、セミナーの実施（3回）
学童への防災・減災体験学習
子育てイベントへの防災・減災、子育て支援ブース出展
協同組合 × SDGｓフェスティバルへの防災・減災ブース出展
2025 AKITA 防災キャンプフェスへの防災・減災ブース出展
蔵王防災フェスティバル2025への防災・減災ブース出展
ふくしまSDGs未来博への防災・減災ブース出展
ぼうさいこくたい2025への防災・減災ブース出展
協同組合まつりへの防災・減災ブース出展
ひたちなか市産業交流フェアへの防災・減災ブース出展
いばらきコープフェスタ2025への防災・減災ブース出展
2025とちぎコープフェスタ in うつのみやへの防災・減災ブース出展
コープぐんまフェスタへの防災・減災ブース出展
連合群馬ふれあいフェスティバルへの防災・減災ブース出展
避難所運営研修会（ＨＵＧ）の実施
くらしフェスタ東京“交流フェスタ2025”への防災・減災ブース出展
協同組合フェスタＴＯＫＹＯ2025への防災・減災ブース出展
2025年かながわ協同組合のつどいへの防災・減災ブース出展
やまなし防災・減災フェス2025への防災・減災ブース出展
ママまつり in ＮＡＧＡＮＯへの防災・減災ブース出展
防災フェスタへの防災・減災ブース出展
ユーコープ感謝祭への防災・減災ブース出展
みんなの防災 ＋ ソナエへの防災・減災ブース出展
県内各地での出前防災講座、防災・減災ワークショップの実施（57回開催）
エールでまな防災への防災・減災ブース出展
ぎふ防災マルシェ2025への防災・減災ブース出展

北海道
青　森
岩　手
宮　城

秋　田

山　形
福　島

新　潟

茨　城

栃　木

群　馬

埼　玉

東　京

神奈川
山　梨
長　野

静　岡

富　山
愛　知

岐　阜

奈　良
大　阪

兵　庫

島　根
鳥　取
岡　山
山　口
徳　島
香　川
高　知

福　岡

佐　賀
長　崎

熊　本

大　分
鹿児島

沖　縄

中部統括
関西統括

本　部
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防災 減災の取り組み

もしもプロジェクト

全国の防災・減災イベント



地域貢献助成

な支援さまざま の取り組み

茨城／古河ころりんプレーパーク イベントの様子

「人と人とがささえあい、安心して暮らせる未来へ」を
テーマに「防災・減災」「環境保全」「子どもの健全育成」の
3分野で活動するNPO法人や市民団体など５0団体に
総額19,969,100円を助成しました。本助成は、環境
問題などに取り組む団体への支援を目的として1992
年にスタートし、2025年度で34回目を迎えました。
地域で活動する皆さまとともに、安心のネットワークを
広げてまいります。

安心のネットワークを広げる

群馬／エコ・ボランティア ホタル保護活動の様子 広島／ひろしま自然学校 フリースクールの様子

岡山／日本身体表現学協会 万寿東小学校での活動
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神奈川

富 山

石 川

岐 阜

三 重

京 都

兵 庫

岡 山

広 島

山 口

香 川

愛 媛

大 分

沖 縄

防災・減災活動 環境保全活動

子どもの健全育成活動

NPO法人 足尾に緑を育てる会

一般社団法人 まあるいのうえん

マー（ブ）ルクレヨン

明石おさかな普及協議会

特定非営利活動法人 子どもの森

栃 木

東 京

愛 知

兵 庫

佐 賀

宮 崎

東北町サポートピノキオ

NPO法人 いろどり・みんなのみち

宮城野親子で料理プロジェクト

おさがりを繋ぐ会

Sporable

特定非営利活動法人 Commune with 助産師

特定非営利活動法人 ふぁみりり

アレっ子ねっと いばらき古河

森っこ

ブラっと こども食堂

特定非営利活動法人 チャイルドラインとちぎ

ヒカリヘ

特定非営利活動法人 渋川いきいき健康スポーツクラブ

特定非営利活動法人 Family Partner-Chill

こども食堂せかい

任意団体 ゆりゆりルーム

非営利型一般社団法人 遊びでまちづくりする準備室

青 森

宮 城

秋 田

福 島

新 潟

茨 城

栃 木

群 馬

千 葉

東 京

神奈川

COLOMAGA YOKOSUKA制作実行委員会

いみずユニバーサルビーチプロジェクト

特定非営利活動法人 クラブぽっと

学園台みんな食堂

特定非営利活動法人 こどもがセンターマハロ

三重県多胎育児サークル ふたば

knocks! horikawa運営委員会

inote+P

絵本サークルピコ

小児在宅ケア支援ネット

北長瀬みんなの遊び場の会

NPO法人 むかいしまseeds

特定非営利活動法人 フリースペースコティ

一般社団法人 ぬくぬくママSUN'S

子育て応援団あい♡いく

特定非営利活動法人 SAVA SPORTS CLUB

一般社団法人 顔晴れ会

2025年度 地域貢献助成対象団体一覧

な支援さまざま の取り組み

環境を含む企業の社会的責任に配慮した資産運用を行うことに努めています。

ESG運用の実施

特定非営利活動法人 浜わらす

難病カフェ「アミーゴ」

西豊田学区地域支え合い体制づくり実行委員会

北海道

宮 城

茨 城

東 京

静 岡

NGO魅来

月ノヒカリ

 

日本身体表現学協会

一般社団法人 やんばるビジョン

石 川

大 阪

兵 庫

岡 山

沖 縄

被災支援ボランティア団体
「おたがいさまプロジェクト」

特定非営利活動法人
防災コミュニティネットワーク

特定非営利活動法人
救命のリレー普及会

特定非営利活動法人
浜-街交流ネット唐津

14



みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会づくり

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事
業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆと
りある暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同い
ただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員
となることで各種共済制度をご利用いただけます。

発　行

【2026年7月発行】
90c26Z032（DNP）

団体名 事業名

創設80年を迎える共同募金運動の強みを活かして
地域共生社会づくりを下支えしていくための調査研究事業

自然災害による被災者に対する生活再建およびコミュニティの
再構築に向けた災害ソーシャルワークの中・長期的実践のモデル化事業

困難を抱えた子どもや障がい児者等に向けた犬の介入による
支援の充実・継続のための複合的体制構築事業

スペシャルオリンピックス日本 チャリティ・ランイベント
「第8回ユニファイド・エールラン ～Road to 2026東京大会～ 」

要介護高齢者の居住する住宅及び身体の状態等に応じた
介護保険制度における住宅改修についてのスキルアップ事業

地域ブロック障害者・高齢者フライングディスク大会開催事業
（北海道東北、関東、中部北陸、近畿、中四国、九州沖縄）

■1 公益財団法人 日本チャリティ協会

■2 社会福祉法人 中央共同募金会

■3 学校法人 日本社会事業大学

■4 公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会

■5 社会福祉法人 日本点字図書館

■6 公益財団法人 テクノエイド協会

■7 一般財団法人 全日本ろうあ連盟

■8 社会福祉法人 日本視覚障害者団体連合

■9 社会福祉法人 日本盲人福祉委員会

■10 公益財団法人 日本パラスポーツ協会

■11 社会福祉法人 日本介助犬協会

■12 特定非営利活動法人 日本セルプセンター

■13 公益財団法人 スペシャルオリンピックス日本

■14 特定非営利活動法人 地域共生政策自治体連携機構

■15 一般社団法人 日本福祉用具供給協会

■16 一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会

■17 一般社団法人 日本介護支援専門員協会

■18 公益社団法人 虹の会

■19 特定非営利活動法人 日本障害者フライングディスク連盟

■20 社会福祉法人 聴力障害者情報文化センター

■21 一般社団法人 シルバーサービス振興会

■22 特定非営利活動法人 全国聴覚障害者情報提供施設協議会

2026パラアート事業

読書支援デジタル教材の地域連携による教育現場導入促進事業

視覚障害者の情報収集支援事業

腰痛予防に役立つ介護用リフトの普及啓発動画等作成事業

全日本ろうあ連盟創立80周年記念映像・記念誌等製作事業

視覚障害リンクワーカーの配置促進に関する調査研究

日本盲人福祉委員会70周年記念誌発行

パラスポーツの普及拡大事業

パン製造の基礎技術の習得と利益を生むための経営講座

自分で気づく認知症チェックリスト作成・普及事業

福祉用具専門相談員による多職種協働の進め方 作成事業

介護支援専門員の業務の在り方に関する周知促進事業

オンラインキャラバン老人福祉施設巡回訪問事業

「聞こえの相談会」の展開について ～相談記録の分析結果から見えてきた実態～

介護職員の課題対応力強化に向けた評価・OJTに資する支援ツール作成事業

事業推進のための経営力と事業の質の底上げ事業

〒151-8571
東京都渋谷区代々木2-12-10 本部SDGs・ブランド戦略部

社会福祉団体への支援
1981年より「障がい者」「高齢者」「災害対策」を対象とした支援活動を行っている社会福祉法人などの
団体を継続して支援しています。
2025年度も外部有識者などによる審査委員会にて下表の22団体を選定し助成金を交付しました。

な支援さまざま の取り組み


